
「協力隊を日本の文化にする」

～途上国経験をSDGs時代の日本の教育に活かす～

講 演 ： 佐藤真久教授（東京都市大学環境学部）
実践発表 ： OV教員による国際理解教育実践
事前研修 ： 3学期・訓練中・派遣中にできること

JICA関西
（兵庫県神戸市中央区

脇浜海岸通1-5-2）

2018年 12月23日 （日）
10：30～

日 時

内 容

会 場

全国OV教員・教育研究会、独立行政法人国際協力機構（JICA）主 催

途上国での人作り・国作りの経験を日本の教育の中で活かすため、全国の
仲間が集い、多文化共生やグローカルといった視点で実践的な交流を行い、
教育関係者やこれから派遣される教員に役立つ情報と元気を共有する。

(C)JICA/Kenshiro Imamura

ねらい

JICA海外協力隊

第二回 全国OV教員・教育研究シンポジウム

テーマ

(C)JICA/Kenshiro Imamura

〔OV教員＝JICAボランティア経験を持つ教員〕

参加費 1,000円（資料代として）

JR「灘」駅徒歩約12分、
阪神「岩屋」駅徒歩約10分

近畿地方ESD活動支援センター、兵庫県海外子女教育・国際理解教育研究会、
青年海外協力隊兵庫県OB会、兵庫OV教員研究会

後援
文部科学省、兵庫県教育委員会、神戸市教育委員会

その他 弁当持参（周辺にコンビニ、スーパー等あり）

二次案内



【講演】「途上国経験をSDGｓ時代の日本の教育に活かす」
現在直面しているグローバルで複雑な問題に対し、急速に変化するこれからの時代

の中で、持続可能な開発目標とはどんな特徴を持つのか。青年海外協力隊現職派遣教
員の調査研究をもとに、協力隊の経験を通じて、教員はどのような資質・能力を磨く
ことができるのか、また学校現場でどのように活用できるのか。

SDGｓ時代の日本の教育に途上国経験を活かすことについて考える。

【3学期・訓練中・派遣中にできること】
日本語でもなかなかうまく

伝えられない、でも言葉を尽
くして話すことはできる。自
由自在に操れない外国語での
社会人・職業人としての隊員
生活。その始まりは｢あなた
だれ？｣｢何しに来た？｣自分
を知ってもらうために３学期
と訓練期間にできることを考
えましょう。

【実践発表】
エチオピアの小学校で勤務し

た際、日本の小中学校とイン
ターネットを介して３度交流会
を開きました。日本の中学校で
理科教諭として勤務されている
先輩隊員の実験授業の様子を現
地の理科教員や生徒たちに紹介。
その取組について報告させて

いただきます。

【派遣地域・職種別研修】
海外協力隊OVが、派遣された国や地域の様子、

活動の実際だけでなく、現地でしか得られないレ
アな情報や自らの変化についてもお話しします。
昨年は、参加者から多くの質問が出て大盛況で、

時間が足りませんでした。
今回は時間を拡大して実施します！

申し込み方法： 申込用紙に記入し、メールまたはFAXで申込み
申し込み先： JICA青年海外協力隊事務局 参加促進課・人材育成課 手続き担当

jvtpp_gs@jica.go.jp03-5226-6379 E-mailTEL 03-5226-3513 FAX

講演者：佐藤真久（東京都市大学大学院環境情報研究科教授、ESD円卓会議委員、国連大学サステイナビリティ
高等研究所（UNU-IAS）客員教授、政策立案者向けガイドライン策定委員（UNESCO APCEIU）等を兼務）

発表者：大里修史
茨城県中学校理科教
諭、エチオピア理数
科教師OV

発表者：前原美和
元兵庫県芦屋市中学校
教諭、ニカラグア青少
年活動OV、マレーシ
ア特別支援教育OV

【全国OV教員・教育研究会からのメッセージ】
学校のグローバル化、地域における国際交流の推進、外国人児童生徒への対応強化など、様々な課題

に直面している学校現場において、教員のグローバル化も強く求められています。それは、単に語学が
できる、海外で生活したことがあるということではなく、異なる立場の考え方や少数の立場を理解しつ
つ、物事を多面的にとらえ、臨機応変に対応できるような理解力・受容力・実践力も重要となります。
海外協力隊は、文化・言語・考え方等が全く異なる途上国において、現地の人々と一緒に様々な課題

の解決に取り組みますが、自分がマイノリティの立場になり、失敗や挫折も重ねながら、人々と協働し
た経験は、自身の成長・成熟にもつながることになります。今、こうした経験をもった教員が、培った
理解力や受容力、実践力を教育現場で活かしています。
全国OV教員・教育研究会は、そんな教員が世界で、日本で生き生きと活躍できるよう、一人ひとり

の想いや経験を共有する場を作り、学校・教育委員会・地域社会・市民団体等とのネットワークを強化
しながら、実践的な教育を実現することを目的に活動しています。
途上国経験を日本の教育に活かし､子どもも大人も社会も元気に！ そして自分も元気に！

時間 内容

10：00 受付開始

10：30 開会

11：00 講 演 佐藤真久（東京都市大学環境学部教授）

13：00 実践発表 大里修史（茨城県中学校教諭）

13：45 事前研修①３学期・訓練中・派遣中にできること

14：30 事前研修②派遣地域・職種別研修

17：00 総括・閉会

17：40 交流会

プログラム


